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12 月 定 例 会

地方交付税、町道改良工事などによる補正

12月定例会
　12月定例会は９日から15日まで、７日間の会期で開催され
ました。
　職員の給与に関する条例の一部を改正する条例や固定資産評
価審査委員会委員の選任などの人事案件、一般会計第４次補正
予算など13議案が原案の通り可決され、15日に閉会しました。

議　案　
第73号

定
年
年
齢
を

定
年
年
齢
を
6565
歳
に
歳
に

引
き
上
げ

引
き
上
げ

古
殿
町
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

質
　
疑

質
　
疑

全
員
賛
成

可
決

全
員
賛
成

可
決

議　案　
第78号

地
方
交
付
税
の
確
定

地
方
交
付
税
の
確
定

な
ど
に
よ
る
増
額

な
ど
に
よ
る
増
額

令
和
４
年
度
古
殿
町
一
般
会
計

第
４
次
補
正
予
算

●
令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
２
年
ご
と
に
１
歳
ず　
　
　
　

つ
定
年
年
齢
を
引
き
上
げ
、
令
和
14
年
３
月
31
日

以
降
、
定
年
年
齢
が
65
歳
と
な
る
。

●
60
歳
を
迎
え
た
翌
年
度
ま
で
に
管
理
監
督
職
は

降
任
と
な
る
。

●
60
歳
以
降
は
定
年
前
に
退
職
し
、
短
時
間
勤
務

の
職
で
再
任
用
で
き
る
制
度
を
創
設
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
91
万
４
０
０
０
円
を

増
額
し
、
総
額
47
億
８
２
６
８
万
円
と
す
る
も
の
。

令
和
３
年
度
か
ら
２
件
が
繰
り
越
し
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
令
和
４
年
度
で
竣
工
予
定
で
す
。

町
道
越
代
熊
倉
線
は
令
和
３
年
度
か
ら
４
件
入

札
し
て
い
る
が
、
令
和
４
年
度
中
に
こ
れ
だ
け
の

工
事
が
で
き
る
の
か
。

　  主な補正予算
〈歳入〉

項目 金額 補正の理由
地方交付税 5,025万1,000円 令和４年度分確定による

社会資本整備総合交付金 6,900万円 国の第２次補正予算のため
〈歳出〉

項目 金額 補正の理由
道路改良工事費 １億3,300万円 町道越代熊倉線の事業量増による

光熱水費 787万4,000円 電気料・燃料高騰のため
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議案番号 議　案　名 採
決

１
鈴
木

２
常
盤

３
松
崎

４
野
崎

５
藁
谷

７
矢
内

９
岡
部

10
木
戸

11
佐
川

12
緑
川

議案
第70号

専決処分の承認を求めることについて（古殿町国民健康保険条例の
一部を改正する条例の一部を改正する条例）	 承

認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
コロナ罹患者に対する傷病手当金支給の適用期限を令和４年12月31日まで延長

議案
第71号

令和４年度古殿町一般会計第３次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

P4に掲載

〇は賛成、×は反対、緑川議長は採決に加わらない。

〇は賛成、×は反対、欠は欠席、佐川副議長は採決に加わらない。

議案審議と各議員 の 賛賛 否否12月定例会など
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８
佐
藤
(一)

6
佐
藤
(弘)

議案
第72号

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

県に準じ職員の給与等を改定するもの

議案
第73号

古殿町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

P2に掲載

議案
第74号

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

定年制度の改正により、関係する１０の条例を一括で整備するもの

議案
第75号

古殿町辺地総合整備計画の変更について 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

町道の維持補修事業量の増によるもの

議案
第76号

固定資産評価審査委員会委員の選任について 同
意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

P3に掲載

議案
第77号

固定資産評価審査委員会委員の選任について 同
意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

P3に掲載

議案
第78号

令和４年度古殿町一般会計第４次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

P2に掲載

議案
第79号

令和４年度古殿町国民健康保険特別会計第３次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

高額医療費の増加などによる補正。600万7,000円を増額し、５億7,127万円とする

議案
第80号

令和４年度古殿町簡易水道特別会計第２次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

電気料金等の高騰による補正。258万5,000円を増額し、１億9,210万円とする

議案
第81号

令和４年度古殿町農業集落排水事業特別会計第２次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

電気料金の高騰などによる補正。106万1,000円を増額し、１億4,580万円とする

議案
第82号

令和４年度古殿町林業集落排水事業特別会計第２次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

電気料金等の高騰による補正。75万2,000円を増額し、2,793万4,000円とする

議案
第83号

令和４年度古殿町介護保険特別会計第２次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

介護サービス等給付金の増加などによる補正。165万9,000円を増額し、９億1,333万6,000円とする

議案
第84号

古殿町国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠

コロナ罹患者に対する傷病手当金支給の適用期限を令和５年３月31日まで延長

第4回臨時会

12月定例会

任期と内容

令和４年１２月２４日から　
令和７年１２月２３日まで
土地や建物の登録された
価格（評価額）についての
不服を審査し、決定します。

議　案　
第76・77号

固
定
資
産
評
価
審

固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の

査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
同
意

選
任
に
同
意

人
事
案
件

橋本　富夫　氏
住所　山上字仮宿

大楽　勝男　氏
住所　鎌田字滝
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10月25日  議 会 臨 時 会議 会 臨 時 会

12月9日  議会全員協議会

議 案
第 71 号 古殿町一般会計第３次補正予算 

電力・ガス・食料品等価格高騰対策電力・ガス・食料品等価格高騰対策

古殿町職員の定年引き上げについて古殿町職員の定年引き上げについて
　令和３年度に改正された「国家公務員法」を基準として町の条例を改正し、令和５年度から町職員
の定年を段階的に「６５歳」とすることについて協議しました。

　歳入歳出それぞれ 9,998 万 8,000 円を増額し、総額
45 億 8,176 万 6,000 円とするもの。
主な内容
●町民１人当たり１万円の商品券を配布　

5,234 万 5,000 円
（電力・ガス・食料品等価格高騰対策商品券事業）
●畜産経営農家の乳牛・肉用牛１頭当たり 6,000 円、
養鶏農家１経営体当たり 50 万円交付　　　998 万円

（飼料高騰緊急対策事業）
●主食用米を生産する農家に 10 アール当たり
5,000 円交付　　　　　　　　　　　　　 770 万円

（農業経営継続支援事業）
●山上字大平地内の道路法面の崩落被害に対する
災害復旧工事費等　　　　　　　   913 万 8,000 円

 商品券事業の委託料 201 万 8,000
円の内容は。

 管理監督職を降任し、給与も７割で 65 歳ま
で働き続けられるのか。

 役職定年制の例外措置となる特段の事由と
はどのようなものか。

 管理監督職はどのくらい降格されるのか。

 山上字大平地内以外に災害箇所はな
かったのか。

 使われた商品券を事業主が銀行で現金に
換える際の手数料と、商工会が商品券の換
金に関する業務の一部を担う委託料です。

 これは国の制度で、国家公務員、地方公務員す
べてに施行されます。
　働く者にとってやりがいのある職場、町民の方に
とっては有効な制度となるようにしなければならな
いと考えています。選択肢として60歳で定年するこ
とも可能です。

 ２つ想定されます。１つは職員の数が激減
してしまったとき。２つはその人に代わる人材
がいないときです。今も３年間まで延長できる
制度です。

 管理監督職員は、今の想定では主任主査相当に降
　   格となる考えです。

 今回の台風15号の被害はこの１件だけ
です。

全員賛成 可決

その他の協議事項その他の協議事項
ふるどのこども園給食業務
人材確保が困難として外部委託の検討を
行う。
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総
務
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

委 員 会委 員 会 のの 活 動活 動
憩いの森公園遊具設置工事等を視察憩いの森公園遊具設置工事等を視察

只見町議会を視察只見町議会を視察

　総務常任委員会は憩いの森公園遊具設置工事、大網庵改装用途変更工事、町道越代熊倉線改良
工事等を視察し、状況を確認しました。現地視察後、マイナンバーカードについて制度の内容な
どの説明を受けました。

　議会運営委員会は１１月１７日から１８日、福
島県南会津郡只見町議会で議会活性化の取り組
みについて視察研修を行いました。

意見

〇安全性
〇適切な管理
　などの確認

憩いの森公園の遊具を視察する委員

只見町議会の取り組み 
〇通年議会を平成23年３月から実施
〇議会基本条例を平成24年３月に制定
〇町政の重要案件に関わる議決事件
　の追加による行政監視機能の強化
〇年１回の議会報告会で町民の
　意見を聴取
〇一般会議で町民、町民団体、NPO等
　との意見交換

研修視察報告 
　通年議会は議会活動が主導的・機
動的にできる仕組みとし、町民に開
かれた議会を目指すものである。
　町に合った議会改革を推し進め
るため議論の充実を図っていくべ
きである。只見町議会で研修を受ける委員
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野 崎 喜 彦 議員 ……………………………… 7
（１）未来に託せる持続的な町づくりについて
（２）健康で元気な町づくりの推進について

藁 谷 直 𠮷𠮷 議員 …………………………… 10
（１）姉妹都市か交流都市を新たに締結すること
　　 について

（２）町内に標高プレートを設置することについて

佐 藤 一 夫佐 藤 一 夫   議員 ……………………………… 9
（１）行政区長のなり手不足と待遇について
（２）岡部町政２０年の成果と課題

鈴 木 　 隆 議員 ……………………………… 8
（１）上下水道施設の維持管理について
（２）マイナンバーカードの普及について

松 崎 法 通松 崎 法 通 議員 …………………………… 11
（１）大網庵の利活用について

岡 部 淳 一 議員 …………………………… 12
（１）町営住宅長寿命化計画の考え方と進め方
（２）インボイス制度導入での町への影響は
（３）コロナ第８波の現状と子どもたちの学習状況
（４）次年度の施策と予算編成への考え方

　一般質問は 12 月 14 日に 6 人の議員が 13 問の質問を行いました。質疑の一部を要約
してお伝えします。

町政町政をを質質すす
町民の声を伝える

町政に生かす

町の考えをただす

一
般
質
問
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町づくり

健康政策

Q 未来に託せる持続可能な町づくりを

 

野
崎　
「
地
域
交
通
最
適
化

事
業
」
と
「
道
の
駅
拡
張
計

画
事
業
」
の
進
捗
は
。

 

町
長　
バ
ス
の
小
型
化
や
運

行
回
数
と
ル
ー
ト
の
見
直
し

な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

道
の
駅
の
土
地
の
取
得
は
合

意
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

 
野
崎　
公
共
施
設
の
維
持
管

理
・
改
修
計
画
等
の
策
定
は
。

 

町
長　

古
殿
町
公
共
施
設

個
別
施
設
計
画
で
定
め
て
い

ま
す
。

 

野
崎　
「
関
係
人
口
」・「
交

流
人
口
」
の
拡
大
を
目
指
す

施
策
は
。
ま
た
今
後
は
。

 

町
長　
「
フ
ル
ド
ノ
タ
イ

ム
」・「
憩
い
の
森
フ
ェ
ス
タ
」

な
ど
で
誘
客
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
今
後
は
「
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
」
等
の
事
業
や

大
網
庵
の
利
用
促
進
を
図
り

ま
す
。

 

野
崎　

若
者
の
定
住
に
は

多
様
な
職
種
の
「
働
く
場
の

確
保
」
が
必
要
と
思
う
が
、

ど
う
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の

か
。
今
後
は
。

 

町
長　
企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー

等
に
参
加
し
、
誘
致
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
更
な
る
雇
用

対
策
に
努
め
ま
す
。

場
所
（
こ
ど
も
食
堂
）
へ
の

考
え
は
。

 

町
長　

給
食
の
無
料
化
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
等

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

野
崎　

５
歳
か
ら
11
歳
ま

で
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

状
況
は
。

 

町
長　

対
象
者
１
９
６
人

中
、
２
回
目
接
種
は
１
１
０

人
、
３
回
目
接
種
は
73
人
が

終
え
ま
し
た
。

 

野
崎　

児
童
・
生
徒
の
コ

ロ
ナ
感
染
の
自
宅
待
機
時

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

行
っ
た
の
か
。

 

町
長　

教
科
な
ど
に
よ
っ

て
は
実
施
頻
度
に
差
は
あ
り

ま
す
が
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

 

野
崎　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
患
者
の
把
握
と
自
宅
療
養

支
援
は
。

 

町
長　

65
歳
以
上
の
方
は

可
能
で
す
が
、
全
数
把
握
は

困
難
な
状
況
で
す
。
陽
性
者

か
ら
保
健
所
へ
の
依
頼
に
よ

り
対
応
し
て
い
ま
す
。

 

野
崎　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
接
種
状
況
は
。
胃
が
ん

検
診
等
の
検
診
実
績
は
。

 

町
長　

今
年
度
は
１
４
４

人
中
７
人
、
16
歳
と
13
歳
で

は
50
人
中
２
人
が
接
種
し
ま

し
た
。
胃
が
ん
検
診
等
の
検

査
は
令
和
３
年
度
で
受
診

者
２
９
４
人
、
受
診
率
８･

５
％
。
今
年
度
は
２
８
４
人

受
診
し
て
い
ま
す
。

 
野
崎　

子
ど
も
第
三
の
居

野
の ざ き

崎　喜
よしひこ

彦 議員

一 般 質 問

Q 健康で元気な町づくりの推進を
A 胃がん検診等の受診者 294 人で
　 受診 率 8.5％です

A 大網庵の利用促進を図りたい

町で行われた子宮頸がん検診

活用される大網庵
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上下水道

デジタル化

Q 上下水道の維持管理は

Q マイナンバーカードの普及状況は

A 国等の基準で維持管理に当たっています

A 令和 4 年 11 月末で４６．５２％の
　 申請率です

鈴
す ず き

木　隆
たかし

 議員

一 般 質 問

 

鈴
木　
普
及
率
が
達
成
で
き

な
い
場
合
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

 

町
長　

国
が
地
方
へ
配
分

す
る
地
方
交
付
税
の
算
定
に

交
付
率
が
反
映
さ
れ
る
点

や
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
交
付
金
事
業
の
一
部

に
つ
い
て
、
申
請
で
き
な
い

点
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

 

鈴
木　

資
格
証
明
書
、
短

期
証
を
交
付
し
て
い
る
国
民

健
康
保
険
証
は
ど
の
よ
う
に

な
る
か
。

 

町
長　

国
か
ら
の
制
度
設

計
情
報
が
来
な
い
の
で
分
か

り
ま
せ
ん
。

 

鈴
木　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

対
応
は
完
備
し
た
か
。

 

町
長　

機
能
の
一
つ
で
あ

る
手
続
き
検
索
、
電
子
申
請

が
で
き
る
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ

ス
は
今
年
度
中
に
子
育
て
関

係
15
手
続
き
、
介
護
関
係
11

手
続
き
の
計
26
手
続
き
に
つ

い
て
検
索
、
電
子
申
請
を
可

能
に
し
て
、
国
が
求
め
る
内

容
は
網
羅
い
た
し
ま
す
。

 

鈴
木　

普
及
の
た
め
の
方

策
は
。

 

町
長　

町
の
媒
体
を
通
じ

た
広
報
活
動
や
時
間
外
窓
口

の
設
置
等
に
努
め
ま
す
。

 

鈴
木　
厚
生
労
働
省
で
「
水

道
施
設
の
耐
震
化
の
推
進
」

を
し
て
い
る
が
町
の
進
捗
状

況
は
。

 

町
長　

平
成
11
年
度
か
ら

耐
震
化
に
対
応
し
た
管
路
を

用
い
て
い
ま
す
。

 

鈴
木　

上
水
道
お
よ
び
下

水
道
施
設
の
維
持
管
理
基
準

は
あ
る
か
。

 

町
長　
国
等
か
ら
示
さ
れ
た

維
持
管
理
基
準
が
あ
り
、
そ

れ
ら
を
準
用
し
な
が
ら
維
持

管
理
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

 

鈴
木　

上
水
道
、
下
水
道

と
も
軟
弱
地
盤
に
埋
設
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
現

状
は
。

 

町
長　

施
工
時
に
安
定
処

理
を
施
し
ま
し
た
が
、
管
の

歪
み
や
不
等
沈
下
が
確
認
さ

れ
、
改
修
お
よ
び
補
修
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

老朽化により騒音、振動等の
改善が望まれる下水道施設

医療機関で広まり始めたマイナ受付
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地域振興

町政

Q 行政区長のなり手不足解消と待遇は

　
町
民
福
祉
向
上
と
行
政
の

パ
イ
プ
役
の
行
政
区
長
は
重

要
な
役
職
で
す
が
、
近
年
は

な
り
手
不
足
で
苦
慮
し
て
い

ま
す
。

 

佐
藤　
な
り
手
不
足
で
選
任

に
苦
労
し
て
い
る
実
情
は
。

 

町
長　

実
情
は
認
識
し
て

い
ま
す
。
定
年
退
職
後
も
仕

事
に
従
事
さ
れ
る
方
が
増
え
、

役
職
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

だ
と
推
察
し
ま
す
。

 

佐
藤　
行
政
区
長
の
待
遇
は

妥
当
か
。

 

町
長　
現
行
の
規
定
に
基
づ

き
お
支
払
い
を
し
て
い
ま
す
。

 

佐
藤　
高
齢
化
が
進
み
選
任

が
困
難
に
な
り
、
人
口
・
戸

数
の
減
少
に
よ
り
、
班
編
成

や
行
政
区
の
再
編
な
ど
予
想

さ
れ
る
が
、
対
策
は
。

 

町
長　

特
効
薬
的
な
施
策

は
見
つ
か
ら
な
い
状
況
で
す

が
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
に
向
け
検
討
し
ま
す
。

 

佐
藤　

健
康
寿
命
を
伸
ば

し
、
一
人
暮
ら
し
、
高
齢
者

世
帯
の
安
心
安
全
の
確
保

は
。

 

町
長　

予
防
事
業
、
自
立

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

 

佐
藤　

産
業
の
柱
で
あ
る

農
業
・
林
業
の
取
り
組
み
は
。

 

町
長　

農
業
は
農
地
の
集

積
・
集
約
化
を
推
進
し
、
国
・

町
独
自
の
政
策
も
併
せ
て
取

り
組
み
ま
す
。

　
林
業
は
森
林
環
境
譲
与
税

や
森
林
再
生
事
業
を
活
用
し

て
取
り
組
み
ま
す
が
、
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
が
重
要
な

課
題
で
す
。

 

佐
藤　

財
源
確
保
の
見
通

し
と
小
自
治
体
の
将
来
は
。

 

町
長　

国
・
県
補
助
金
等

の
積
極
的
な
活
用
、
社
会
経

済
状
況
等
を
認
識
し
た
上
で

計
画
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

 

佐
藤　

様
々
な
課
題
を
抱

え
る
我
が
町
に
あ
っ
て
、
今

後
も
重
責
を
担
う
考
え
は
。

 

町
長　

課
題
が
山
積
す
る

中
に
お
い
て
、
町
民
の
ご
支

持
が
い
た
だ
け
る
も
の
で
あ

れ
ば
、
引
き
続
き
町
政
運
営

に
当
た
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
長
期
に
渡
り
町
政
の
運
営

を
担
っ
て
き
た
岡
部
町
長
の

成
果
と
課
題
、
さ
ら
に
今
後

の
考
え
は
。

 
佐
藤　

高
校
以
上
の
教
育

支
援
・
生
涯
学
習
の
在
り
方

は
。

 

町
長　
高
校
・
大
学
は
奨
学

金
制
度
で
学
び
の
機
会
の
充

実
を
、
町
公
民
館
の
生
涯
学

習
事
業
に
よ
り
交
流
事
業
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

佐
さ と う

藤　一
か ず お

夫 議員

一 般 質 問

Q 岡部町政 20 年の成果と課題は
A 課題が山積する中において
　 効率的・効果的な事業を実施します

A 持続可能な社会の実現に向け
　 検討します

振興が期待される林業

区長会の様子
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交流人口拡大

町活性化対策

Q 新たに交流都市等を締結する考えは

Q 町内に標高プレートを設置する考えは

A 機会があれば前向きに対応します

A 現在、そのような考えはございません

藁
わらがや

谷　直
なおよし

𠮷 議員

一 般 質 問

 

藁
谷　

現
在
、
姉
妹
都
市

と
ど
ん
な
交
流
事
業
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

 
町
長　

ワ
ー
ク
ワ
ー
ス
地

区
と
は
平
成
22
年
を
最
後
に

交
流
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
紫
波
町
に
は
毎
年
10
月
に

開
催
さ
れ
る
紫
波
町
産
業
ま

つ
り
に
職
員
等
を
派
遣
し
、

区
長
研
修
等
で
訪
問
し
て
お

り
ま
す
。

 

藁
谷　

町
の
交
流
拡
大
活

性
化
の
た
め
に
、
新
た
に
姉

妹
都
市
か
交
流
都
市
を
締
結

す
る
考
え
は
。

 

町
長　

そ
う
い
っ
た
機
会

が
あ
れ
ば
、
前
向
き
に
対
応

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

 

町
長　

鎌
倉
岳
が
６
６
９

メ
ー
ト
ル
、
越
代
の
サ
ク
ラ

が
５
５
０
メ
ー
ト
ル
で
す
。

 

藁
谷　

町
内
の
主
な
公
共

施
設
、
各
地
区
中
心
地
や
町

道
に
「
標
高
何
メ
ー
ト
ル
」

と
表
示
板
な
ど
で
表
示
す
る

考
え
は
。

 

町
長　

現
在
、
そ
の
よ
う

な
考
え
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

 

藁
谷　
町
の
姉
妹
都
市
は
、

ど
こ
の
自
治
体
と
締
結
し
て

い
る
の
か
。

 

町
長   

平
成
11
年
に
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
ワ
ー
ク
ワ
ー
ス

地
区
と
、
平
成
18
年
に
岩
手

県
紫
波
町
と
締
結
し
ま
し

た
。

 

藁
谷　

姉
妹
都
市
と
し
て

締
結
に
至
っ
た
理
由
と
経
過

は
。

 

町
長　

ワ
ー
ク
ワ
ー
ス
地

区
は
、
海
外
派
遣
事
業
等
の

活
動
を
通
じ
て
締
結
に
至

り
、
紫
波
町
は
、
町
内
の
酒

造
会
社
が
南
部
杜
氏
を
招
い

た
縁
で
、
視
察
研
修
な
ど
の

相
互
訪
問
に
よ
り
親
交
を
深

め
、
締
結
し
ま
し
た
。

　
長
野
県
民
は
普
段
か
ら
標

高
を
話
題
に
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
町
で
も
標
高
の
表
示

板
を
設
置
し
、
話
題
づ
く
り

を
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

 

藁
谷　
町
役
場
の
標
高
は
。

 

町
長　

３
０
５
メ
ー
ト
ル

で
す
。

 

藁
谷　

小
学
校
、
中
学
校

の
標
高
は
。

 

町
長　

小
学
校
が
３
０
９

メ
ー
ト
ル
、
中
学
校
が

３
５
６
メ
ー
ト
ル
で
す
。

 

藁
谷　

鎌
倉
岳
と
越
代
の

サ
ク
ラ
の
標
高
は
。

紫波町産業まつりの様子

標高 550 メートルの越代のサクラ
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大網庵利用促進

Q 改装後の大網庵の活用のあり方は

 

松
崎　

大
網
庵
は
、
こ
れ

ま
で
ど
の
よ
う
な
人
た
ち

に
、
ど
の
よ
う
に
利
活
用
さ

れ
て
き
た
の
か
。

 

町
長　
町
内
外
の
方
に
、
各

団
体
や
個
人
的
な
集
会
な
ど

で
利
用
さ
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。

 

松
崎　

今
回
の
改
装
工
事

で
利
用
者
に
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
る
よ
う
な
仕
上
が
り
に

な
っ
た
の
か
。

 

町
長　
建
物
奥
の
ス
ペ
ー
ス

を
床
張
り
に
し
た
こ
と
で
多

目
的
な
利
用
が
可
能
と
な
り
、

各
部
屋
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

し
、
利
用
者
に
快
適
な
環
境

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

 

松
崎　
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
体
験
宿
泊
と

し
て
の
利
用
拡
大
を
計
画
し

て
い
る
と
思
う
が
、
通
信
設

備
は
万
全
か
。

 

松
崎　

周
辺
の
環
境
整
備

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

 

町
長　
大
網
庵
周
辺
の
草
刈

り
に
つ
い
て
は
年
２
、３
回
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

委
託
し
、
植
木
等
の
剪
定
に

つ
い
て
は
、
年
度
当
初
に
業

者
に
委
託
し
、
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

 

町
長　

施
設
内
に
フ
リ
ー

ワ
イ
フ
ァ
イ
を
設
置
し
た
こ

と
に
よ
り
、
通
信
環
境
は

整
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

 

松
崎　
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
利
用
し
て
も

ら
う
方
策
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

 

町
長　
町
外
や
県
外
で
行
わ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
、
企
業
向
け

の
Ｐ
Ｒ
活
動
等
に
お
い
て
利

用
促
進
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

松
まつざき

崎　法
のりみち

通 議員

一 般 質 問

A 町内外のイベント・企業向けの
　 PR 活動等で利用促進に努めます

各部屋にエアコンが設置された大網庵

多目的な利用が可能な敷地内
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町営住宅

Q 町営住宅長寿命化計画の考え方と進め方は

岡
お か べ

部　淳
じゅんいち

一 議員

一 般 質 問

い
て
検
討
す
る
予
定
で
す
。 

 
岡
部　

計
画
年
度
前
に
前

木
地
区
の
土
地
を
取
得
し
た

が
、
計
画
を
考
え
た
上
で
の

対
応
だ
っ
た
の
か
。

 

町
長　

計
画
を
考
え
た
上

で
の
対
応
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

 

岡
部　

計
画
で
西
渡
団
地

は
移
転
と
な
っ
て
い
る
が
、

借
地
の
返
還
に
つ
い
て
は
話

合
い
済
み
か
。

 

町
長　

現
在
発
注
し
て
い

る
業
務
の
方
向
性
を
見
極
め

た
上
で
、
話
合
い
に
つ
い
て

は
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
来
年
10
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
（
適
格
請
求
書
等
保

存
方
式
）が
実
施
さ
れ
ま
す
。

地
方
自
治
体
の
取
引
に
お
い

て
も
影
響
が
で
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
り
、
町
も
対
応
を

迫
ら
れ
ま
す
。

 

岡
部　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

に
対
し
て
の
認
識
は
。

 

町
長　

事
業
者
同
士
の
取

引
に
お
け
る
「
売
り
手
」
が

「
買
い
手
」
に
交
付
す
る
請

求
書
、
納
品
書
、
領
収
書
を

指
す
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

 

岡
部　
町
と
し
て
対
応
を
迫

ら
れ
て
い
る
も
の
は
何
か
。

 

町
長　

課
税
売
上
げ
が
あ

る
一
般
会
計
、
簡
易
水
道
特

別
会
計
、
農
業
・
林
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
で
対
応

し
ま
す
。

 

岡
部　

公
共
事
業
受
注
者

へ
の
制
度
説
明
は
し
て
い
る

の
か
。

 

町
長　

町
の
媒
体
を
通
じ

た
説
明
会
開
催
の
広
報
や
、

商
工
会
が
主
体
と
な
っ
て
説

明
会
や
チ
ラ
シ
な
ど
の
配
布

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

岡
部　

学
校
給
食
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ

の
影
響
は
。

 

町
長　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
消
費
税
負
担
が
増

え
る
見
込
み
で
す
。

　
今
年
９
月
に
改
定
さ
れ
た

計
画
の
建
替
え
事
業
と
土
地

取
得
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。

 

岡
部　

こ
の
計
画
で
は
10

年
間
で
改
善
と
建
替
え
を
実

施
す
る
の
か
。

 

町
長　

現
時
点
で
の
長
期

計
画
で
あ
り
、
計
画
の
と
お

り
実
施
す
る
か
は
、
社
会
情

勢
や
財
政
状
況
等
を
考
慮
し

進
め
る
考
え
で
す
。

 

岡
部　

短
期
間
で
計
画
が

発
表
さ
れ
た
。
緊
急
的
な
対

応
な
の
か
。

 

町
長　

標
準
的
な
業
務
工

程
で
の
委
託
成
果
で
す
。

 

岡
部　

建
替
え
が
５
カ
所

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
建
替
え
年

度
の
方
向
性
は
。

 

町
長　
今
後
、
方
向
性
に
つ

昭和 60 年度建設の西渡団地

A 今後の社会情勢や財政状況等を考慮し
　 進める考えです

インボイス制度

Q インボイス制度導入での町への影響は

A 課税売上げのある一般会計などで
　 対応しているところです

●
「
コ
ロ
ナ
第
８
波
の
現

状
と
子
ど
も
た
ち
の
学
習

状
況
」

●
「
次
年
度
の
施
策
と
予

算
編
成
へ
の
考
え
方
」

に
つ
い
て
の
質
問
も
行
い

ま
し
た
。

 

そ
の
他
の

質
問



憩いの森公園に設置された木製遊具
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テーマ

追跡レポート
その後

どうなった？
No.60

町民憩いの森公園の木製遊具設置町民憩いの森公園の木製遊具設置

その後のその後の
対　　応対　　応

Q　令和 4 年 3 月一般質問から

観光誘客や古殿杉ＰＲとなる遊具なのか。

Ａ　町長答弁

詳細は確定していませんが、木製で楽しさや安全性が
確保されたものを想定しています。町産材が使えれば、
林業の町としての認識も深まると期待します。

みんなが古殿杉に親し
んでもらえるような遊
具になったね！

町産材の遊具を設置しました。
古殿杉を使用した遊具が町民憩いの森公園に設置されました。年齢制限などは

ありますが利用可能になりましたので、ぜひ遊びに来てください。　
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古殿町のホームページからもご覧いただけます。
古殿町 検　索 町議会へ

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
次回の
定例会

  
No.

上旬

今回紹介するのは今回紹介するのは、、「水野自動車商会「水野自動車商会」」の皆さんです。の皆さんです。
10

  3月

水野自動車商会の皆さん

工場内の様子

＊会社設立の歴史と組織を教えてください。＊会社設立の歴史と組織を教えてください。

平成元年創業

地域住民に密着し、安心安全がモットー

　今年で３４年目を迎えます。
　家族と従業員が地元のアットホームな職場で
す。自動車の新車販売や修理、各種保険の取り扱
いなど、町民の方の幅広いニーズにお応えしてい
ます。

＊会社における基本的な考え方は何ですか。＊会社における基本的な考え方は何ですか。

　自動車は町民の足に欠かせないものとなっています。その中で求められるのは、安心安全
が第一だということです。お客様の様々なご要望に沿えるよう、親身になって相談を聴き、
自動車のトータル・プランニングで町民の方に貢献していきます。


